
公
衆
衛
生
と
保
健
・
福
祉
行
政
の
強
化

と
拡
充
、
安
心
で
き
る
被
災
者
支
援
を 

コ
ロ
ナ
危
機
で
崩
壊
寸
前
の
医
療
と
福
祉 

世
界
保
健
機
関(

WHO)

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
て
僅
か
１
年
余
り
で
す

が
、
世
界
の
感
染
者
数
は
７
３
４
８
万
人
余
、
死
者

が
１
６
４
万
人
余
と
歴
史
上
か
っ
て
人
類
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
者
数
と
地
域
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
冬
季

11

月

か
ら
第

3

波
の
感
染
拡

大
で
感
染
者
が
１
９
万
人

余
、
死
亡
者
が
２
８
０
０

人
余
と
増
加
し
、
さ
ら
に

増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

今
年
３
月
の
感
染
拡
大
時
か
ら
言
わ
れ
続
け
て
き

た
「
行
革
」
に
よ
る
保
健
所
（
公
衆
衛
生
）
や
医
療
機

関
等
の
統
廃
合
に
よ
る
脆
弱
な
体
制
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
遅
れ
と
相
談
・
調
査
・
検
査
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、

医
療
崩
壊
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て

国
民
の
不
安
も
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
ま
す
。 

し
か
も
、
民
間
依
存
の
介
護
施
設
や
保
育
園
で
の

集
団
感
染
が
次
々
に
発
生
し
て
施
設
職
員
の
退
職
等

も
相
次
ぎ
、
劣
悪
な
労
働
条
件
等
か
ら
新
た
な
雇
用

も
困
難
で
人
員
不
足
か
ら
休
業
・
廃

業
・
倒
産
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

小
中
学
校
で
も
感
染
予
防
の
た
め
分

散
登
校
の
教
育
や
リ
モ
ー
ト
教
育
が

行
わ
れ
、
生
徒
間
で
の
学
習
の
遅
れ
や

格
差
も
広
が
り
重
大
な
教
育
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
は
日
本

の
医
療
・
福
祉
・
教
育
制
度
に
つ
い
て

大
幅
な
改
善
・
改
革
の
必
要
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。 

開
発
の
限
界
と
地
球
環
境 

国
連
開
発
計
画
（UNDP

）
は
２
０
２

０
年
版
報
告
書
で
、
人
間
の
活
動
が
地

球
環
境
に
か
け
る
負
荷
が
『
人
類
の
進
歩
を
行
き
詰

ま
ら
せ
る
危
険
が
あ
る
』
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
温

暖
化
等
に
よ
る
地
球
環
境
の
危
機
が
叫
ば
れ
、
CO2
排

出
量
の
削
減
な
ど
持
続
可
能
な
経
済
政
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
然
と
の
共
生
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
脱

成
長
を
掲
げ
て
福
祉
や
教
育
・
医
療
な
ど
人
々
の
命

と
暮
ら
し
を
守
り
、
自
然
環
境
を
維
持
・
保
全
す
る

政
策
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
核
兵
器
禁
止
条
約 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
世
界
の
貧
困
地
域

で
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世
界
食
糧
計

画
）
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
で
は
来
年

1
月
か
ら
核
兵
器
禁
止
条
約
（
開
発
・
実
験
・
生
産
・

保
有
・
使
用
を
許
さ
ず
、
核
に
よ
る
威
嚇
も
禁
止
す

る
）
が
発
効
と
な
り
ま
す
。
（
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
入

る
日
本
政
府
は
批
准
に
反
対
し
て
い
ま
す
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
戦
争
や
災
害
に
よ
っ
て
苦
し
む
人
々
に
追
い
打
ち

を
掛
け
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
世
界
の

動
き
は
確
か
な
希
望
の
光
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
エ
ー
ル
を
送
ろ
う 

年
末
・
年
始
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
感
染
リ
ス
ク
と
家
族
へ
の

不
安
も
抱
え
な
が
ら
、
患
者
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
使
命
感
を
持
っ
て
勤
務
さ
れ
る
多
く
の
医
療
関

係
者
、
保
健
所
職
員
、
介
護
職
場
の
皆
さ
ん
に
「
あ
り

が
と
う
、
ご
苦
労
様
で
す
」
の
感
謝
の
エ
ー
ル
を
送

だ よ り 
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10 月 24 日（土）に久留米の高良山に登りまし

た。長い急な石段を 9 人で頑張って登りました。 

 



り
ま
す
。 

山
好
き
同
好
会
の
報
告 

 

秋
の
「
高
良
山
」
と 

「
十
坊
山
」
を
満
喫
し
た
よ 

 

高
良
山
に
は
10
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
に
JR

久
留
米
大
学
駅
前
で
待
ち
合
わ
せ
９
名
の
参
加
で

「
九
州
オ
ル
レ
久
留
米
コ
ー
ス
」
を
歩
き
ま
し
た
。

途
中
の
山
道
に
は
高
良
大
社
に
ゆ
か
り
の
史
跡
が
散

在
し
、
休
憩
も
兼
ね
て
見
物
し
な
が
ら
長
い
急
な
石

段
を
汗
を
拭
き
な
が
ら
登
っ
て
奥
宮
に
お
参
り
し
、

高
良
山
の
山
頂
に
登
っ
た
あ
と
ツ
ツ
ジ
公
園
で
12

時
に
昼
食
、
下
り
は
高
良
大
社
に
参
拝
し
て
約
４
時

間
の
行
程
を
無
事
に
登
り
ま
し
た
。 

 

十
坊
山
に
は
11
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
半
過
ぎ

に
JR
福
吉
駅
前
で
待
ち
合
わ
せ
８
名
の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。
秋
の
晴
天
の
日
で
風
も
無
く
日
差
し

が
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
一
日
で
し
た
。
標
高
５
３
５

ｍ
の
山
頂
ま
で
は
、
登
山
口
か
ら
ミ
カ
ン
畑
の
横
を

抜
け
て
山
道
に
入
る
と
、
何
度
も
急
な
山
道
と
岩
場

の
切
り
通
し
を
登
り
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
か
ら
か

途
中
の
山
道
に
は
倒
木
や
崖
崩
れ
の
状
態
な
ど
荒
れ

た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
登
山
者
も
多
い

よ
う
で
山
頂
ま
で
何
人
も
出
会
っ
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

山
頂
に
は
若
い
人
も
多
く
登
っ
て
い
て
、
自
粛
生
活

か
ら
逃
れ
て
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
様
で
し
た
。 

山
頂
に
は
12
時
過
ぎ
に
到
着
し
て
気
持
ち
良
く

昼
食
を
済
ま
せ
て
、
巨
岩
に
登
り
湾
曲
し
た
糸
島
の

海
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
美
し
い
風
景
が
眺
め
ま
し
た
。 

帰
り
は
登
山
口
の
近
く
に
あ
る
温
泉
で
汗
を
流
し
て

午
後
３
時
半
過
ぎ
に
帰
り
の
電
車
に
乗
り
ま
し
た
。 

小
旅
ク
ラ
ブ
の
報
告 

筑
豊
の
中
心
「
直
方
市
」
を
散
策 

 

「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
は
11
月
20
日
（
金
）
に
12
名
の

参
加
で
直
方
市
に
小
旅
行
し
ま
し
た
。
博
多
駅
に
９

時
に
集
合
し
て
明
治
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
筑
豊

の
各
地
か
ら
石
炭
を
列
車
で
若
松
ま
で
運
搬
す
る
た

め
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
直
方
市
の
歴
史
建
造
物

な
ど
を
見
て
回
る
小
旅
を
行
い
ま
し
た
。 

１
０
０
ｍ
は
あ
ろ
う
か
と
思
う
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の

古
町
商
店
街
は
、
今
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
降
ろ
さ
れ
た

店
が
多
く
、
人
通
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
通
り
に
面
し
た
建
物
の
中
に
は
、
最
盛
期

を
偲
ば
せ
る
立
派
な
旅
館
、
病
院
、
商
店
な
ど
が
多

く
見
ら
れ
、
今
は
市
が
管
理
す
る
私
立
美
術
館
と
し

て
転
用
さ
れ
て
い
る
も
の
、
地
域
町
起
こ
し
に
と
り

く
む
一
般
社
団
法
人
が
事
務
所
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
、
地
域
の
方
々
と
イ
ベ
ン
ト

企
画
す
る
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
直
方
市
石
炭
記
念
館
で
は
案
内
人
の
方
か

ら
石
炭
採
掘
の
歴
史
、
筑
豊
地
域
に
お
け
る
石
炭
埋

蔵
と
日
本
の
明
治
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
な
ど
が

関
係
す
る
人
物
を
含
め
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
山
本

作
兵
衛
さ
ん
の
原
画
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
過
酷
な

炭
鉱
労
働
の
様
子
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 第
12
回
退
職
者
の
会
総
会
の
中
止
と 

役
員
任
期
の
延
長
に
つ
い
て 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
総
会
を
毎
年
一
月
に
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

か
ら
第
12
回
総
会
の
開
催
を
中
止
し
、
文
書
に
て
報

告
・
提
案
と
し
ま
す
。
総
会
で
は
役
員
改
選
の
予
定

で
し
た
が
、
改
選
が
難
し
い
と
判
断
し
役
員
の
任
期

を
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

会 

長 

岡
田 

洋 

副
会
長 

大
野
節
子 

近
藤
康
秀 

事
務
局 

横
多
文
男 

会 

計 

田
中
賢
吾 

幹 

事 

阿
志
賀
一
夫 

飯
尾
哲 

篠
崎
順
子 

 
 

 

谷
口
壮
一
郎 

長
峰
純
治 

林
良
一 

 
 

 

原
井
恵
美
子 

平
嶋
文
憲 

船
越
伸
登
志 

経
過
報
告
お
よ
び
次
期
方
針
は
別
紙
の
通
り
で
す
。

ご
意
見
、
要
望
等
は
組
合
書
記
局
又
は
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

市
職
労
書
記
局 

0
9
2
-
7
1
1
-
4
9
4
0
 



事 

務 

局 
0
9
0
-
1
3
4
6
-
7
1
1
7
 

横
多 

２
０
２
０
年
度 

福
岡
市
職
員
労
働
組
合
退
職
者
の
会 

活
動
経
過
報
告
及
び 

新
年
度
活
動
方
針
（
案
） 

 

２
０
２
０
年
活
動
報
告
に
つ
い
て 

 

２
０
２
０
年
は
、
２
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
感
染
拡
大
）

で
、
日
常
生
活
は
『
３
密
回
避
』
が
求
め
ら
れ
様
々
に

活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。 

市
職
労
退
職
者
の
会
活
動
で
も
「
緊
急
事
態
宣
言
」

を
受
け
て
役
員
会
の
開
催
が
２
月
以
降
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
の
７
月
21
日
に

緊
急
役
員
会
を
開
催
し
て
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毎
年
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
歴
史
散
歩
、
バ
ス

ハ
イ
ク
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
な
ど
の
企
画

は
中
止
又
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
を
話
し
合
い
、
今
後
の
感
染
状
況
も
見
な
が
ら
検

討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
感
染
拡
大
状
況
が
落
ち
着
き
を
見
せ
た

10
月
４
日
に
拡
大
三
役
会
議
を
開
い
て
、
他
団
体
等

の
活
動
状
況
な
ど
も
検
討
し
た
結
果
、
総
会
方
針
で

確
認
し
た
少
人
数
に
よ
る
同
好
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
を

中
心
に
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
す
る
方
向
で
企
画
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
「
低
山
登
り
」

や
「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
か
ら
再
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
内
容
は
別
紙
の
『
た
よ
り
55
号
』
で
の
報
告
の
通

り
で
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
新
年
１
月
14
日
に
第
12
回
退
職

者
の
会
総
会
を
開
く
予
定
で
し
た
が
、
大
人
数
で
の

会
議
・
宴
会
を
開
く
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

文
書
に
よ
る
報
告
・
提
案
と
し
ま
す
。 

第
11
回
総
会
及
び
懇
親
会 

 
 
 

日
時 

１
月
18
日 

 
 
 

会
場 

天
神
平
和
楼 

 
 
 

参
加 

42
名
（
来
賓
含
む
） 

役
員
会
の
開
催
状
況 

 

第
８
回
役
員
会 

日
時 

１
月
７
日 

 
 
 

内
容 

当
面
の
活
動
の
具
体
化
に
つ
い
て 

 
 
 

参
加
12
名 

 

緊
急
役
員
会 

 

日
時 

７
月
21
日 

 
 
 

内
容 

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
に
つ
い
て 

 
 
 

参
加
10
名 

 

臨
時
拡
大
三
役
会
議 

日
時
10
月
４
日 

 
 
 

内
容 

活
動
の
再
開
に
つ
い
て 

 
 
 

参
加
３
役
＋
会
計
・
企
画
担
当 

サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
活
動
に
つ
い
て 

 
山
歩
き
同
好
会 

 
 
 

２
月
29
日(

土) 

 
 
 

立
花
山
登
山
（
４
名
） 

 

小
旅
ク
ラ
ブ 

 
 
 

２
月
15
日
（
土
） 

 
 
 

城
島
蔵
開
き
（
７
名
） 

 

新
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て 

新
年
度
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
状
況

で
も
あ
り
、
当
面
は
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
に
よ
る
少

人
数
の
自
主
的
活
動
の
範
囲
に
止
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

現
在
、
活
動
を
再
開
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は
、「
山

登
り
同
好
会
」
と
「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
の
２
サ
ー
ク
ル
で

す
。
基
本
的
に
「
３
蜜
」
に
な
ら
な
い
条
件
が
可
能
な

活
動
を
検
討
し
て
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▽
今
後
の
具
体
的
計
画 

 

山
歩
き
同
好
会 

 
 

宮
地
山
～
在
自
山
登
山
（
２
５
０
ｍ
） 

 
 

 

日
時 

２
月
27
日(

土) 

９
時
半
集
合 

 
 
 

集
合 

福
間
駅
前 

 
 

天
拝
山
～
奥
天
拝
山
（
２
９
６
ｍ
） 

 
 
 

日
時 

３
月
27
日(

土) 

９
時
半
集
合 

 
 
 

集
合 

西
鉄
二
日
市
駅
前 

 
 

城
山
登
山
（
山
開
き
）
（
３
０
０
ｍ
） 

 
 
 

日
時 

４
月
29
日
（
祝
日
）
９
時
半
集
合 

 
 
 

集
合 

JR
福
教
大
前
駅 

＊
雨
天
中
止
の
連
絡
は
メ
ー
ル
に
て
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
書
記
局
又
は
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

小
旅
ク
ラ
ブ
（
企
画
案
） 

 
 

大
牟
田
市
（
近
代
化
遺
産
の
見
学
） 

 
 
 

日
時 

４
月
初
旬 

 
 

若
松
の
街
歩
き
（
直
方
の
つ
づ
き
で
す
） 

 
 
 

日
時 

５
月
連
休
明
け 

＊
詳
細
は
日
程
の
決
ま
り
し
だ
い
「
た
よ
り
」
に
て 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▽
バ
ス
ハ
イ
ク
の
計
画
に
つ
い
て 

例
年
11
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
バ
ス
ハ
イ
ク
に

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
８
月
以
降
の
感
染
対
策
（
予

防
注
射
等
）
の
進
捗
状
況
な
ど
を
み
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。 

 

▽
そ
の
他 

当
面
、
退
職
者
の
会
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
が



困
難
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
で
会
の
取
組
み
に
つ
い

て
御
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ば
書
記
局
又
は
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

２
０
２
０
年
度
収
支
報
告 

 

第
11
回
総
会
収
支
（
平
和
楼
他
） 

 
 

収
入 
参
加
費 

１
４
３
，
５
０
０ 

 
 
 
 
 
 

内
訳 

３
，
５
０
０×

41
人 

 
 
 
 
 

組
合
補
助 

９
３
，
５
０
０
円 

 
 

支
出 

２
３
７
，
０
０
０
円 

支
払 

２
３
１
，
０
０
０
円 

 
 
 
 
 

謝
礼 

 
 

６
，
０
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 

（
２
名
の
交
通
費
と
し
て
） 

  

役
員
会
運
営
費 

 
 

事
務
局
費 

３
０
，
０
０
０
円 

 
 

会
議
費 

 

１
２
，
０
０
０
円 

会 

費
（
通
信
費
）
収
支
報
告 

 

①
前
年
度
繰
越
金 

３
０
１
，
８
６
１
円 

 

②
本
年
度
収
入
金 

 

２
１
，
０
０
０
円 

 

③
本
年
度
支
出
金 

７
４
，
８
４
４
円 

 
 
 

退
職
者
の
会
だ
よ
り
52
号
（
１
月
31
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
４
，
４
４
４
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

退
職
者
の
会
だ
よ
り
53
号
（
３
月
25
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
６
，
２
９
２
円 

 
 
 

退
職
者
の
会
だ
よ
り
54
号
（
10
月
15
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
４
，
１
０
８
円 

 

④
次
年
度
繰
越
金
（
①
＋
②
‐
③
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
４
８
，
０
１
７
円 

 


